
本社写真1- 3枚

竹島でアシカを生け捕りにする漁師ら-1934年6月　　よ,9時東r銅を

ろ一1-ノ

した際に撮
研究者は

当時の生業を伝える貴重な記蘭と評価している.
本社が所蔵する総計20

0万枚に及ぶプリント写真のデジタル化を進める作業の過程で見つかった｡2017年には､戦前の沖縄で撮影されたネガ277コマも見つかっている｡
大阪本社の資料室に各種

の資料写真を収めた｢図鑑｣という箱があり､動物の写真が入っ総4･5の封筒の
.うち'アザラシ､アルマジ

ロ､イルカなどと並んで

零真はその裏書きから､
2 8首～7計u回の連載｢日本海のア

紙面では計2 0枚

が使われているが､"見つかった1 3枚Q 'うち7枚は紙面に静載された写真だった｡残る6枚は未掲載のもの.紙面には載ったが､見つからなかった1 3枚は取材先へ進呈されたとみられ蚤

年に領土へ編

決め､島

表したQその後､1 0年に韓国併合条約が結ばれた｡戦後､

島根県が編入の告

をして100年後の
05

例で制定された｡

｢死の大猛蹄　怒れる北
噸跡奮端子にひかれて｣-

した｡2人は隠岐

の島在住の書田重太郎さんが操縦する木造船｢神碍丸｣に同乗しヽ漁師らと竹島で1 0日間のテント生活を

0

けの生け掃り

が主流だった｡隠岐の島の池田幸一さんが取得した漁業許可のもと､

現･天王寺

鯨紛終 を上げた｡

JL>

｢こんな写真が残耶
l■Ut

｢祖父からよ

WLo島内の洞窟を探検したり､鳥類の生態も紹介したりした｡
｢極めて貴重｣

専門家＼､

隠岐の鳥で関係者に写真
を見てもらうと､驚きの声

た､という｡
アシカは動物園やサーガ

スへ高値で売れたが､37年に日中戦争が始まって世相が戦碍一色になると､需要も途絶えていった｡

を研究す

猟の詳細や当

時の島の様子をさらに解明したい｣ノと話す｡

(編集委員･永井靖二)


